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表紙の写真　今年の干
え

支
と

「丑
うし

」のおもちゃ（竹工芸館）

CON T E N T S

02　市長新年のあいさつ
04　税の申告

08　おおさきインフォ＆ニュース　　　　 
　　■新春　祥雲閣寄席　■ふるかわ産直厨房～食・楽コンサート～

　　■移動市長室　■大崎市メルマガ配信中　ほか

12　興味津々　特区でつくるどぶろくの味

13　情熱大崎　南京玉すだれ演者　吉田　澄さん

14　市営西荒井住宅が完成　申し込み受け付けは 1 月 5 日から

　　リゾートみのりステージ参加者募集

15　国の肥料・燃油高騰対応緊急対策

16　今月のお知らせ

26　育児相談、乳幼児健診

27　救急当番医

謹
賀
新
年

竹を使った干
え

支
と

作りに挑戦！

　今年の干
え

支
と

「丑
うし

」にちなんで、岩出山地域にある竹細工伝

承施設「竹工芸館」の竹細工指導員助手の中根さんに、「丑
うし

のおもちゃ」を作っていただきました。

　材料は、竹細工に使用されているしの竹ではなく、適度な

しなりと強度があり、細工しやすい唐竹です。唐竹を切り、

胴体を作る作業から始まり、頭や顔、角をかわいらしくデザ

インしていきながら、胴体と頭部をくっつけます。

　頭部には、左右に振り子のように首が動く細工が仕掛けら

れていて、見る人を楽しませてくれます。

　最後に、しゅろ縄で作ったしっぽと足を付け、竹の質感と

温かさが伝わるかわいい丑
うし

のおもちゃが完成しました。

　中根さんは、「丑
うし

の顔を表現するのが難しかったですね。

いつもとは一風変わった作品を通して、竹細工を身近に感じ

てくれたらうれしいです。」と話してくれました。

　竹工芸館では、このような遊び心あふれる作品も、希望に

応じて出来る範囲で制作してくれます。伝統の竹製品の魅力

を体感しに、足を運んでみませんか。

※大崎市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

①部品を組み合わせ丁寧に作っていきます　②頭部が動く仕掛けを作るユ

ニークな発想　③完成品

①

③②

竹工芸館：岩出山字二ノ構 115

　開館時間　9時～ 17時（毎週水曜日、年末年始休館）

　問　竹工芸館　 73-1850


